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～「係活動」の巻～

「特活の達人！」は，
今号から新たにスタートする
「達人シリーズ」です。
特別活動のいろは

4 4 4

を，
達人にQ&A形式で
聞いてみました！
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話し合ってつくった係（組織）で，
学級生活を楽しく豊かにしよう！
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どの学年でも，
係をつくるとき
のߟࢀにしてく
だ͞いʂ

柔軟で
弾力性に富んだ
組織づくりを！

活動内容を，

話し合いで

改善していける

組織

児童による

話し合いによって

つくられた組織

どの児童にも

理解しやすい，

分かりやすい

組織

児童の

必要感から

つくられた

組織

所属する全員が，

何らかの役割を

分担できる組織

役割や所属は

固定しない

組織
一人の児童に

偏らない組織

児童が，

自分たちがつくった

という意識がもてる

組織

係活動で，ࢠどもた͕ͪこんなにมΘりました！

“達人”の
係活動のヒント

名言集

　̎ 年生の୲೚だっͨとき，図ॻ係が学級でಡみ聞かͤをしてく
れていましͨ。ධ൑がよく，خしかっͨのでしΐう，その係のҰ
人ͻとりがす͝く自৴をもってきましͨ。そして，「�年生にಡみ
聞かͤをしてあ͛ͨいので，�年生のઌ生に૬ஊにߦってもいい
か。」とਘねてきましͨ。
それは࣮ݱし，学年を௒え
ͨ関わりをもつようになり
ましͨ。まͨ，１年生も，ʠあ
んな活動がしͨいʂʡとい
うことにつながっていっͨ
ようです。

　おসい係が，ある日の休み時間におসいの会を࠵しましͨ。
Կ人か֎でυοδϘʔϧをやりͨそうな児童もいましͨが，「ࠓ日
はおসい係の発දだから聞いてやΖうよʂ」という੠が্がりま
しͨ。あとでおসい係のϝϯόʔは，「ࠓ౓，ଞの係の発දのと
きは，自分がその発ݴを
しͨい。」とݴっていまし
会ػのཱ場にཱつٯ。ͨ
があることで，ൣن意識
や৴པ関係，共ײ的なଶ
౓などを਎につ͚ていく
のだと思いましͨ。
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その係活動は，ܧଓ的に活動できるかʁ

ෳ数໊がྗڠし合って活動できているかʁ

教師のख助けになるだけの係活動になっていないかʁ

児童がその係活動を必要としているかʁ

係活動の成Ռが，学級ੜ活の޲上に൓өされているかʁ

児童の૑意޻෉がੜかせる活動になっているかʁ

係活動が，児童のෛ୲になりաぎていないかʁ

チェック！係活動の留意点

　　　　チェックポイント 7
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◦�学校や学級として決まっているルールや，お金のかかること，安全面
に配慮が必要なことに関しては，子どもたちだけで決められない・決
めてはいけないことだと知らせる必要があります。そこは教師の出番
です。そして，教師が確保したいのが「時間」「場所」「用具」です。

◦�時間については，限られた時間の中で確保するしかないので，教師の
側で係活動に使える時間を，はっきり整理して示す必要があります。
学校の実態に応じてですが，例えば，
　▶�休み時間／放課後は午後4時まで／朝は午前7時50分から，朝の会
が始まるまで　など

◦�場所については，教室の
壁に「係活動コーナー」を
設けています。係からの
案内や掲示等，学級全体
への発信や係の自治的な
活動を助長させるために
場所の確保は大切です。

◦��用具については，せっかく係活動で使ってよいものがあるのに子ども
たちが認識していない場合があるので，例えば，「そのマジックは，あ
なたたちが使っていいものなんだよ。」と声をかけて意識させる必要
があります。

※�ここに挙げた事例は，弊社で独自に行った先生方へのアンケートや取材の結果を反映させたものです。学校ごとにそれぞれ状況が異なると思われますので，ご参考程度とご理解ください。

◦�

学
級
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

自
分
が
役
割
を
果
た
せ
る
活
動
の

場
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
自
己
有

用
感
が
高
ま
る
。

◦�

学
級
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
活
動
を
通
し
て
、
勤
労
奉

仕
の
大
切
さ
や
意
義
を
理
解
で
き
る
。

◦�

係
活
動
が
友
達
づ
く
り
の
き
っ
か 

け
に
な
り
、
協
力
や
信
頼
に
基
づ

く
友
情
を
大
切
に
す
る
意
識
が
高

ま
る
。

「
係
活
動
の
価
値
」っ
て
何
？

　「
当
番
活
動
」は
、
教
室

内
に
お
い
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
活
動
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
発
意
・

発
想
に
よ
っ
て
、
活
動
の

内
容
が
よ
り
深
ま
っ
て
い

く
の
が「
係
活
動
」だ
と
思

い
ま
す
。

　「
係
活
動
」は
、
児
童
が

そ
の
係
の
仕
事
を
見
い
だ

し
て
創
意
工
夫
し
、
学
級

生
活
を
自
主
的
で
豊
か
な

も
の
に
し
て
い
く
活
動
と

い
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
ね
。

　「
係
活
動
」と「
当
番
活

動
」の
違
い
は
、
意
識
し

て
指
導
し
た
い
で
す
ね
。

どの係に所属するかは，
どのように決めますか？

係の種類は，どうやって
決めるのですか？

◦�係活動はグループでの活動が原則ですが，低学年のうちは一人一役も
許容しています。何かの役割をすることによって，責任感を養ったり
自己有用感を得たりできます。そんな経験をさせることを優先しても
よいかと考えています。

◦�必ずグループでの活動になるようにして，さらに男女混合になるよう
に配慮しています。

◦�１つの係に決めた人数より希望者が多くなった場合は，A・Bなどの2
つのグループに分けて，1人の活動量を保障します。

◦�逆に希望者が少なすぎる場合は，自分たちでやろうとした係の目標を
きちんと達成できるように，みんなで話し合って，解決方法を考え出
すようにしています。

◦�年度初めのオリエンテーリングにかける時間は，学年が上がるほど少
なくてよいと思いますが，どの学年でも大切だと思います。

◦��「お仕事見つけ」などでスタートし，年度末にふり返りをかねて指導を
するのがよいと思います。

◦�低学年のうちは，一人一役があってもよいと考えています。全員が必
ず経験し，皆に貢献する態度や責任感，自己有用感を養うことを優先
したいですね。

◦�中学年で係活動を十分に経験し，運営する喜びや苦労を乗り越えた達
成感などを味わうと，高学年になってからの委員会活動で，全校を舞
台に活動・活躍できるという期待感をもつ児童になります。

◦レクリエーション係／クイズ係／お笑い係／俳句係
　漫画係／相談係／図書係／学級新聞係／パーティー係　等

係の仕事の内容に応じておよその人
数を決めてから，児童の希望を聞きな
がら決めていきます。

学級会で，「この学級が楽しく豊かに
なるには，どんな係をつくるとよい
か。」を話し合って決めていきます。

こんなことも伺いました！こんなことも伺いました！

こんなことも伺いました！

1年生入門期・低学年　楽しいという意識，当番→係活動へ

中高学年　創意工夫や自主性，積極性をもち，質を高めて

こんなことも伺いました！

係の種類の例

A A

Q2

発達段階的に配慮することは
ありますか？

係活動も，発達段階をふまえて，その
段階に応じて，教師が意図的に関わっ
ていくことが必要です。

A

Q4 係活動を常に活性化するには、
どうすればよいですか？

教師が，「時間」と「場所」と「用具」の
確保をし，児童とていねいに共有する
ことがヒケツだと思います。

A

Q3

Q1

【小学校学習指導要領��第6章特別活動�〔学級活動〕の内容において】

低学年のうちは，「（2）日常の生活や学習への適応及び健康安全」
の指導に重点をあて，高学年になるにつれ，「（１）学級や学校の生
活づくり」の割合を増やしていく。




